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ライブを聞いてくれたみなさん！
サンキュ！

カワグチマサヨ
ニューヨーク在住のフリージャーナリスト。テレビ

やラジオでニューヨークからのレポートを送ってい

る。ほかにコナミの人気ゲーム「ときめきメモリア

ル」の片桐彩子役（声優）としても活躍。現在、

片桐彩子の新ゲーム「彩のラブソング」と唄のCD

アルバム「masshy@love.net」も発売中。fromNewYork

Illust : Kido Satoko

感じてもらうコーナーからスタート。だけどバーチャルトリップ用に

撮影してきたニューヨークのお菓子屋の写真は準備が間に合わなか

ったので、お見せできずトホホでした。＠＠

さらに5月のライブで好評だったリスナーからのパソコンの悩みに

お答えする「マッシーのパソコンクリニック」の先生方も続々登場

されて、スタジオは混んできて、さらに和やかモードに。といっても、

今回は質問の内容は先生方には内緒で、事前の打ち合わせはナシに

したので、本番前ちょっとビビっていらした先生もいらしたわね。ウ

フフ。教授陣はインターネットマガジン編集長の中島由弘氏、アキ

バマップで有名な石橋文健氏、そしてマックとフリーソフト達人の

塚原宏和氏、インプレスラボの金沢克彦氏の4人にお願いしたの。

ビックリしたのは、パソコンクリニックの内容がガゼン、高度になっ

ていたことでしたヨ。USBやSCSI（スカジー）とは？とか、HTML

に変わる次世代文書XMLはHTMLとどう違うの？などなど、先生

もタジタジの質問も登場。＾＾）

後半は、海外旅行時の賢いインターネット利用術、そしてニュー

ヨークの大手パソコンショップ、J&Rのパンフレットを石橋氏に見て

いただき解説してもらったりと、盛りだくさんな内容で、予定時間

大幅に延長してのスペシャル番組になってしまったわん。だけど、こ

のライブ、ニューヨークでは朝7時のオンエアー。時差がネックだ～。

番組終了後、わざわざ宮城と名古屋から参加してくださった方か

ら「笹かまぼこ」や「お饅頭」の差し入れもいただき、私達スタッ

フも感激！おいしかったよ～（個人的趣味のブースカやウサギグッ

ズもサンキュ！）。

やっぱりインターネットラジオはやめられないよ～。お世話になっ

たみなさま、本当にありがとうございました。感謝！！（ペコリ）

追伸：インプレスのFさん、早くつぎの番組ができるようによろし

くお願いしマウス。I love you all ＠＠マッシー：）

ハワユ～？今年の夏休みはイケテてますか～？それにしても今日

はヴェリーホット！24時間ローカルニュースNY1（www.ny1.com）

の気温は華氏105度（摂氏41度）だぁ！頼むよ～。

BTW、ご存知のとおり、今年リニューアルして毎週アップデイト

してきた「目で聴くラジオ」、MKNY98「マッシー・カワグチfrom

New York」（リアルプレイヤー5.0が必要よ）が充電バケーション

に入ったんだけど、さらなる発展を求めて、ただいま夏のニューヨー

クにて、次の企画を思案中。同じコトをずっと続けていけないとこ

ろが日進月歩のこの世界のつらいところネ。

昨年4月から10分のニューヨーク紹介番組を作るのに、企画、ネ

タ決め、デジカメ撮影、トークまで自分でやるのは初めての経験で、

試行錯誤しながらデジカメ片手に怪しいパソコン屋や紹介できるお

いしいモノを探して歩いたのも楽しい思い出だワ。最初のころ、現

像したプリントとDATで自分で録音したテープをインプレス宛に

FEDEXで送るという原始的な形で始まったのも懐かしいナ。

放送の中で一番印象的だったのは、日本に仕事で帰国した5月14

日と6月25日の2回、インプレススタジオからのライブ放送ができた

こと。そもそもの動機は昨年10月に番組がいったん終了したときに、

リスナーの方々の熱い署名運動やプロデューサーへの復活お願いメ

ールなどによって番組が再開したいきさつもあり、日頃から番組の

掲示板を作ったり、リンクバナーをデザインしたりと、その掲示板を

通して自ら番組宣伝活動を積極的に行ってくれたリスナーの人達に

会ってみたいと思ったの。この企画をプレゼンしたらインプレスから

ゴーサイン!! 番組内で参加者を募集して、メールを頂いた方の中

から抽選で10名の方をスタジオにご招待して実現できたのよ。＾＾）

放送当日、私はお昼に、市ヶ谷のスタジオ入り。軽くご近所でラ

ンチを食べながらの雑談と打ち合わせ。スタッフとは前回の放送後、

近くの居酒屋に行ったりしてコミュニケーションもとれているし、番

組映像用の写真のデーターを毎回100枚以上送ったり、メールでや

り取りしているので、気心もしれていてチームワークはバチグー。

午後6時からリハーサル。そして7時半にリスナーとご対面～とな

ったわけだけど、一度も会ったことなくても、いつも番組の掲示板

（メッセージボード）で放送の感想や意見を読んだり、私も書き込み

したりしてチャットしているので、ちょっとしたオフ会の雰囲気にな

って、すぐにうちとけるのもインターネットのいいところね～。

番組はまず、私がマンハッタンのキャンディーストアで買ってきた

超酸っぱい「クライベイビー」というアメやエイリアンの顔型のチョ

コレートなどを紹介して、みんなで試食しながら肌でニューヨークを
http://members.tripod.com/~masshy/

私のホームページも見てね
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